
【建物内部の浸水した深さを撮る
…遠景】

【建物内部の浸水した深さを撮る
・・近景】

【撮影のポイント】
１ 家の外
① 建物の全景及び表札を撮る
撮影は、カメラ・スマホなどで、全景は４方向から

② 被害を受けた個所を部分別に撮る
全体と被害を受けた部分を撮影
主な被害場所：外壁／屋根・基礎・ドア・窓・配管

やベランダ等
③ 水害の場合、床下浸水が自己判定方式の対象
浸水の深さがわかるように地面から、外壁や基礎座

    度に残っている後までの高さをメジャーなどを当てて
    測り、目盛が見るように撮影
2 家の中
建物内部の浸水した深さが確認できる写真を撮る

【添付資料になる写真の撮影方法】
浸水箇所の最も深い部分及び最も浅い部分でそれぞれ①
②の写真を撮る（計４枚）
①建物内部の浸水した深さを撮る…遠景
②建物内部の浸水した深さを撮る・・近景

・メジャーを使って水に浸かった深さを測定
・測定場所がわかるように遠景を撮影
・メジャーの目盛りがわかるように近影を撮影

【参考】写真の撮り方について

被害状況がわかる写真の撮り方
現地調査時の参考資料となりますので、保管ください。



被害の程度 損害基準判定

全壊 50％以上

大規模半壊 40％以上50％未満

中規模半壊 30％以上40％未満

半壊 20％以上30％未満

準半壊 10％以上20％未満

準半壊に至らない（一部損壊） 10％未満

【災害の被害認定基準等】

【参考】自己判定方式とは

罹災証明書は、申請に基づき現地調査を行い被害の
程度を認定して交付します。
ただし、被害が比較的軽微なものについては、申請者

ご自身が撮影した写真に基づき、被害程度を認定する
「自己判定方式」での申請を行うことができます。この
場合、現地調査を省略できるため早く交付することが
可能です。
なお、自己判定方式により判定する場合は、申請者の
同意を得ることが必要です。
「自己判定方式」によるり災証明書は、「準半壊に至ら
ない（一部損壊）」の判定に限ります。

例）「自己判定方式」は、次の場合に申請できます。
【水害の場合】
・床下浸水であること
・床下浸水であると分かる写真を添付できること
【地震の場合】
・右図参照

「準半壊に至らない」被害状況の目安
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